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今回発見された時岡隆先生のご遺稿に対するコメント

Comments on the recently discovered unpublished 
manuscripts by late Professor Takashi Tokioka 

堀田拓史	
 Horita, Takushi 
	
 東海大学海洋学部博物学研究室	
 (〒424-8610	
 静岡市清水市折戸 3-20-1) 

今回発見された時岡隆先生のご遺稿は、英文23
ページ（文字数約28,000字、単語数5,400）に及ぶ。
そのタイトルと小見出しは以下の通りである。 
 
A Speculation on the Classification System of the 
Ctenophora 
 有櫛動物門の分類体系についての一推考 
 Abstract 要約 
 1. Introduction 緒言 
 2. Important modification in the gastric canal system   
  胃管系における重要な変化 
 3. Feeding habit 摂餌機構 
 4. Evolutionary modification flow and classification 

of the ctenophores 進化的変遷の流れとクシクラ
ゲ類の分類 
 5. Some considerations on the occurrence of rare 

species 稀種の出現についての思索 
 6. Acknowledgements 謝辞 
 7. Reference 文献 
 8. 手書き追補原稿 
 
この英文原稿は、2000年2月25日に中山書店から

発行された邦文、「有櫛動物 Ctenophora」（動物系
統分類学 追補版）の内容を英文で書き直したも
のと思われていたが、今回の英文遺稿原稿とこの
邦文の内容を比較した結果、邦文には記述されて
いない部分が多く追加されていることが解った。
参考として戴けるように、この邦文の項目とそれ
らに対する英文内容との比較を以下に記した。  
 
有櫛動物  Ctenophora 
 1. 従来の分類 
 2. 胃管系の再検討 
 3. 摂餌機構 
 4. 新分類への一試案 
 5. 文献 
 

1. Introduction の部分は、邦文の「1. 従来の分類」
と「2. 胃管系の再検討」に記述されている内容と
ほぼ一致する。 
次の2. Important modification in the gastric canal 

systemの部分では、邦文の「2. 胃管系の再検討」
と内容的に重複するが、更に詳しく例を挙げて、
クシクラゲ類の胃管系について述べている。 

3. Feeding habitの項は、邦文と同じタイトル「3. 
摂餌機構」となっており、その冒頭部は邦文と同
じであるが、それにつづく内容は英文のほうがか
なり豊富となっている。 

本論とも云える4. Evolutionary modification flow 
and classification of the ctenophoresでは、Lampeida
（ヘンゲクラゲ目） という新目の創設から、その
新目に含まれる3科 Lampeidae（ヘンゲクラゲ科）、 
Haeckeliidae（フウセンクラゲモドキ科）、 
Bathyctenidae（シンカイフウセンクラゲ科）が3方
向に放散し、そのうちの1つが sedentary（着底生活
を送る） Platyctenida（クシヒラムシ目） へと向か
い、それ以外の2つが pelagic （浮遊生活を営む）
①Beroida（ウリクラゲ目）と②Lobata（カブトクラ
ゲ目）という、形態と摂餌習性の異なる2つの方向
へ向かったとしている。さらに②Lobata の持つ4
つの特徴（袖状突起の形成、耳状突起の存在、子
午管拡張部の屈曲と湾曲および正輻管の消失を含
めた従輻管と子午管の連結部位）に注目して、上
記のLampeidaを形成するグループの特徴に合致せ
ず取り残された Ganeshida(ミナミフウセンクラゲ
目)、 Cestida（オビクラゲ目）、 Lobatolampeidae、 
Thalassocalycida（カメンクラゲ目）の各グループの
もつ特徴がLobataのもつ4つの特徴と幾つ合致する
かを照合して、それらの分類的位置を検討してい
る。そして、それらの結果から、Lampeida → 
Prelobata→Protolobata→Lobataという有櫛動物内で
の進化変遷の流れを推論した。この部分は、邦文
にみられないかなりの内容が英文に追加され、詳
細に記述されている。  

5. Some considerations on the occurrence of rare 
speciesの項目は、邦文にはない項目であり、最も原
始的と思われるCydippida(フウセンクラゲ目)の基
本的形態から以下のような項目を考察している。 
 ・体組織を支える胃管系とそれらに対するエネ
ルギー配分 
 ・大型化と栄養摂取とその配分 
 ・過成長と反復生殖、生殖腺の不毛状態 
 これらのことから、体の大型化→栄養不足→生
殖腺の不形成→共食い→自滅という経路が、クシ
クラゲ類における稀種の出現現象に関係している
のではないかと推測している。 
この英語論文は、その後6. Acknowledgements、

7. Referenceと続いて終了しているが、同時に見つ
かっている旧バージョンと思われる英文原稿に
は、タイピングされずに手書きされたままで残っ
ている部分が更に続いている。  
この手書き部分では、クシクラゲ類の分類学と

生物学における3つの問題を提起している。一つ
は、オビクラゲ目のような幾つかの独立的グルー
プ（つまり  Thalassocalycida, Ganeshida, Lobato- 
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lampeaなど）の明確な分類位置が解っていない問
題。二つ目は、dissogony（反復生殖）現象に対し
て生物学的説明が出来ていない問題。三つ目は、
生殖腺の不毛な（発達しない）成体の大群が出現
する現象に対する生物学的な説明ができていない
問題を挙げている。今回の遺稿は、正にこれらの
問題を取り扱うと共に、クシクラゲ類の系統的分
類配置についての試案と考察が成されている。し
かも邦文では初め二つの問題については殆ど扱わ
れていない。Lobatolampeaの発見が、時岡先生のこ
れらの問題にたいする考察へのきっかけとなり、
ヒントとなって、その考察をまとめられたように
思う。 
そして、時岡先生は、原稿の最後をこう締め括

られた。「HoritaによるLobatolampeaの発見は、この
一連の問題を明らかにする上で、手掛かりとなる
役割を果たしている。Lobatolampeaは何の疑いもな
く、LampeidaとLobataとの中間に無理なく（容易に）
配置することができる。そして、Lobatolampeaと
cestids（オビクラゲ類） との密接な関係が、オビ
クラゲ類の系統的位置を明確に示しているように
思う。胃管系の複雑な様相は、子午管と従輻管が
接続する位置の移動と関係する現象として取り扱
うことにより、その複雑さを簡略化して、みるこ
とができるであろう。従って、そう強い異論なし
にむしろ容易に、クシクラゲ類のグループは、
diagramme（図）に示したように配列することがで
きるだろう。そのような考察を伴った胃管系の再
検討は、反復生殖とカブトクラゲ類にみられる生
殖腺の不毛な（発達のしない）成体の大群が発生
する現象を理解することに、私たちを導くであろ
う。このように、Lobatolampeaの発見と出版は、一
歩進んだ考察への可能性に強く迫るものである。」 
 時岡先生がこの部分を省くつもりであったのか
どうか？は解らないが、本邦で発見された
Lobatolampeaが、クシクラゲ類の分類と分類体系研
究において重要な位置にあることを強調された形
となっている。 
以下に、今回発見されたご遺稿の翻訳文を掲載

する。 
 

 
A Speculation on the Classification System of the 
Ctenophora 有櫛動物門の分類体系についての一
推考 
 
Abstract 要約 
オビクラゲ目 Cestidaと新しく発見された

Lobatolampea tetragona Horitaとの密接な近縁関係
について論じることにより、有櫛動物門の上位分
類群の配列は、胃管の接続構造と摂餌機構におい
てみられる変異性から推論した進化変遷の流れの
適切な位置に、個々のタクサをプロットすること
により見直すことができる。加えて、カブトクラ
ゲ目Lobataにみられる反復生殖(dissogony)および
生殖腺の不毛な（発達しない）成体の大群が発生

する現象に対して、幾つかの考察が成された。 
 
Introduction 緒言 

Horita (2000)によるLobatolampea tetragonaの発
見で、合理的に無理なくこの種を収容できる分類
位置をみつける為に、有櫛動物の分類学を再び学
ぶ機会を得た。そうして、Harbison & Madin (1982) 
とHarbison (1985)の論文に出会った。Harbison & 
Madin (1982)に示される19科を含む7目の分類体系
は、現在において最も新しいものとして受け入れ
られているようだ。その体系は以下のように与え
られている。 
 1. フウセンクラゲ目(Order Cydippida) 5科を含む 
 2. クシヒラムシ目(Order Platyctenida) 4科を含む 
 3. ミナミフウセンクラゲ目(Order Ganeshida) 1
科（単科）のみ 
 4. カメンクラゲ目(Order Thalassocalycida) 1科
（単科）のみ 
 5. カブトクラゲ目(Order Lobata) 6科を含む 
 6. オビクラゲ目(Order Cestida) 1科（単科）のみ 
 7. ウリクラゲ目(Order Beroida) 1科（単科）のみ 
 
この体系では、Komai (1963)が指摘した「クシク

ラゲ類は全体を通して触手の退化傾向にあり、ウ
リクラゲ類を他のグループと分けるための別綱を
置く必要はない」という意見を反映して、ウリク
ラゲ類を収容する無触手綱(Nuda)とその他のグル
ープを収容する有触手綱(Tentaculata)という2綱に
分別することが省かれている。 この分類体系の最
後におけるウリクラゲ目の位置は、触手の完全消
失が特化の最も進んだステージのサインとして起
こりうることを示すものであろう。 
これらの論文筆者によって成された、ふたつの

重要なコメントがある。有櫛動物の特質が高まり
分化してゆく進化の方向を知るために、その動物
群の互いの形質を詳細に比較することにより、
Harbison (1985) は、①子午管と胃管（注1）から派
出する側分岐管はその個体の活動と関連し、つま
りそれらの派出する体部位における代謝と関連す
る、②口縁に沿った部位での子午管と咽頭管の連
絡は口部の運動性と関連する。それゆえに、この
ような胃管系の特徴は、上位レベルでの分類にお
いては分類基準とすることができない。」とした。 
 （注1．原文では、meridional gastric canal となっている
が、そのような用語はないので  meridional and gastric 
canalであろう） 

Harbisonの考えの①は完全に合意できるし、②の
意見についてもまたもっともである。加えて、
Harbison & Madin (1982)は、フウセンクラゲ目をふ
たつのグループに分別したいようで、そのひとつ
には3科（フウセンクラゲモドキ科、シンカイフウ
センクラゲ科、ヘンゲクラゲ科）が含まれている。
このことについては先に紹介した分類体系には反
映されていないが、この考えにも同意できる。 
有櫛動物において多くのグループがフウセンク

ラゲ型幼生を放出するので、代表的なフウセンク
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ラゲ類がその分類体系の最初の位置を占めるべき
である。しかしながら、ある程度の退化した触手
と咽頭管のような少し変形した形態を持つもの
（フウセンクラゲモドキ科）が、フウセンクラゲ
目内での分類の先頭に配置されている。このこと
については、私の考えている事と異なっている。
Harbison等の考えは、「触手と咽頭管がシンプルで
あればあるほど、より原始的である」という伝統
的な考えを引きずっているのであろう。Harbisonに
よって成された有櫛動物内の形態学的な比較研究
は、非常にたぐい稀な優れたものである。しかし
ながら、個々の種の比較については強調されてい
ないように、そのグループと他のグループを結び
つけるような強い糸を捜すことは簡単なことでは
ない。そんな環境の中で、新しく発見された
Lobatolampea tetragonaの最終的な分類位置を与え
るために、ミナミフウセンクラゲ目やカメンクラ
ゲ目のケースで行われたように、新しい目を設立
することは最も簡単なことかも知れない。 
しかしながら、この新目を設立するという扱い

は、L. tetragonaの際立った胃管の通るコースがオ
ビクラゲ属に似ているという事実によって阻止さ
れた。これらの両方（L. tetragonaとオビクラゲ属）
の形態において、その体は咽頭軸の末端部で、オ
ビクラゲ属においては両翼を形成し、Lobatolampea
においては原始的な袖状突起を形成する、そして、
沿触手面子午管の伸張部は、各々の翼又は袖状突
起を咽頭面に沿って走る直線状の横走管を形成す
る。一見して判るこの類似が、分類学的に深い意
味を含んでいると考えることは、不可能なことで
はない。これらのふたつの形態における咽頭軸方
向での体の変形は、体の動きと胃管の機能的構造
との関係を私に気付かせた。このように、その胃
管機能又はその動物の行動生態との相互関係にお
いて、有櫛動物の胃管構造についての再考がここ
で成された。正にここでは、胃管構造と触手器官
に置き換わる摂餌機構のふたつの主要構造につい
ての再考が試みられた。 
 
Important modification in the gastric canal system 
胃管構造における重要な変形 
有櫛動物やクラゲ形の腔腸動物(Coelenterates［マ

マ］)を通して、胃管構造はその生物体のあらゆる
活動の代謝機能を維持するための基本的構造であ
る。有櫛動物における代表的なフウセンクラゲ類 
(cydippids) においては、 
 ・櫛板列（移動のための器官であり、ある体部
分へ食物を運ぶための器官）は、その各々の列に
ついて子午管によってサポートされている。 
 ・咽頭は咽頭管により、触手の活動はその基部
の触手管によって、サポートされている。 
それゆえに、胃管構造は、その動物体の機能的

活動との関係においてのみ効果的に論議されうる
であろう。体形が変化したオビクラゲ目、カブト
クラゲ目、そしてその他いくつかの目においては、
その子午管は、その変形した体部位においては代

謝を維持するために、櫛列が全く無い部位にまで
伸張している。櫛列の口側端（adoral end; 注2）を
越えて伸張した部分は、ここでは（通常は）おお
よそ櫛列下に走る範囲にある子午管の拡張部
(extension)として扱っており、その拡張部は子午管
の部分的な便宜的呼称として定義される。 
 （注2. adoral end: 通常、英語論文で使用されるのは、
oral end; 口側端、aboral end; 反口側端、という語である
が、adoral という語をあえて使用している。間違え易い
のを承知で使用して楽しんでいる感あり。これより以降
も adoral という単語は頻繁に使用されている） 
カメンクラゲ属(Thalassocalyce)においては、通

常みられないような従輻管の拡張が起こり、オビ
クラゲ属(Cestum)においては咽頭管の顕著な拡張
が観察される。 
胃管構造の基本構造は小型のフウセンクラゲ類

の生命を維持するためには充分かも知れないが、
大型の体をサポートするためには上述したよう
に、胃管拡張のような幾つかの変形が要求される。
体の活発な活動のためには、体の固さや堅牢さと
同時に胃管のより密な分布が必要不可欠となる。
有櫛動物における活発な動きは、クラゲムシ目に
おいては「這う(creeping movement)」、ウリクラゲ
目においては「索餌行動(predatory feeding)」に表現
され、子午管からの側分岐の派出によってサポー
トされるこれらの活動において、分岐全体が複雑
な総状(recemose)又は輪状(areolar)構造によってカ
バーされ、これらの構造がかなり密となってこれ
らのグループに分布する。側分岐または短分岐は、
フウセンクラゲ目のシンカイフウセンクラゲ類
(bathyctenids)においては咽頭管と子午管から派出
し、カブトクラゲ目のチョウクラゲ属(Ocyropsis)
においては沿咽頭面子午管より派出する。チョウ
クラゲ属においては索餌行動が知られ、シンカイ
フウセンクラゲ類においても恐らく索餌行動をお
こなうと思われる。シンカイフウセンクラゲ属に
はウリクラゲ類や多くのクシヒラムシ類において
みられるのと同様の顕著な着色がみられるし、チ
ョウクラゲ属はその4分の1体部ごとにセピア色の
顕著な斑点を持っているものがある。恐らくこれ
らの着色は、その部分で活発に行われた代謝のサ
インであろう。ともかく、子午管からの分岐管の
派出は、異なったグループにおいて索餌の活動的
機能圧力に対して収斂的に起こり、胃管構造の進
化的な変更とは全く別個に収斂的に起こる。 
子午管と放射管の連結する位置を含めた放射管

(radial canal)の様相が、有櫛動物の分類では注目さ
れてきた。しかしながら、記述される様相の差異
は、その全てが同水準程度の差異であるように思
える。正輻管(perradial canal)の消失は極端な短縮傾
向(shortening)に他ならないし、子午管の反口端での
従輻管との連結は連結部が反口極に向かう究極的
な移動の結果であるのかも知れない。 
そのような放射管の連結様相は、体の反口端に

近い小さなスペースにおいて、胃(infundibulum)が
閉じられることにより引き起こされているのかも
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知れない。反対に、カメンクラゲ属(Thalassocalyce)
とツノクラゲの一種であるLeucothea multicornis 
のクラゲ形をした幼体においてみられる稀なケー
スにおいては、従輻管は各々の子午管の口側で
（Chun, 1880が示したような位置で）連結が起こっ
ている、そのようなケースでは胃管構造のデザイ
ンは通常みられない従輻管の拡張を伴っている。 
これらの胃管構造の改変は、幾つかの分類レベ

ルにおける分類基準に対しては適用できるもので
あるのかも知れないが、進化的変遷の流れにおい
ては標石としては使用することはできないであろ
う。外見から判断すると、単に子午管と咽頭管の
拡張部の通るコースと連結の特徴は、体の動きと
形状とに相関して変化するということであり、下
に示したような進化変遷の流れに沿ってゆく。 
 (1) 周口管(circumoral canal)の形成。周口管は、
沿触手面子午管または咽頭管の拡張部から成り、
幾つかの場合においては、沿咽頭面子午管がその
構造に連結することがある。口縁に沿った周口管
の形成により、口周辺部における活動は強化され
るであろうが、同時にその動物は、フウセンクラ
ゲ類においてのように口を閉じる能力を失うだろ
うし、開いたままの状態が固定される。 
 (2) 4分の1体部各々において、1本の直線状枝管に
よって、非常にたるんだ体部をサポートすること、
つまり、それが咽頭面を横走する沿触手面子午管
の拡張部である。体は、オビクラゲ属Cestumの翼
またはLobatolampea属の原始的な袖状突起のよう
に咽頭の各々の半分側で変化し、その両属は活発
な動きは殆どせず単に波によるゆっくりとしたス
ウィングをするだけである。 
 (3) カブトクラゲ目においてみられるように、子
午管の拡張部は屈曲または湾曲する。この状態は、
そのクシクラゲに幾つかの弱い動きを許すように
思う。むしろ、袖状突起の活発な開閉は、より大
型のチョウクラゲ属において観察されるが、チョ
ウクラゲ属においては沿咽頭面子午管から短い側
分岐が派出する。 
 (4) 上述した(2)と(3)のコンビネーション。カブ
トクラゲ目のチョウクラゲモドキ属Bathocyroeに
おいてはLobatolampea属にみられるような、体の周
縁部分をめぐり咽頭面を横走する直線状枝管が存
在する。この管はBathocyroe fosteriの記載者らによ
って、咽頭管の拡張部として説明された。しかし
ながら、これはLobatolampea属においてみられる類
似構造と正によく一致しており、Lobatolampea属に
おいては咽頭管が咽頭の中央付近のレベルで盲嚢
状に終わっているので、この直線状枝管は沿触手
面子午管の拡張部としてみなす方が良いであろ
う。そして、この咽頭面を横走する直線状の管が
存在するという特徴は1つのケースを明示するも
ので、そのケースとは、最終的な胃管構造が完結
された成体形において、古い系統発生または個体
発生の幾つかのなごりがまだ残っているケースで
ある。 
カメンクラゲ属においては、その胃管構造は一

見複雑で困惑させるものである。その特徴は、
Leucothea multicornisのクラゲ形幼体における沿触
手面子午管でみられるような、個々の子午管の口
側部で連結する従輻管の風変わりな拡張部によっ
て引き起こされる、つまり沿触手面子午管に対応
する従輻管の基部付近から分岐管が派出し、著し
く屈曲したコースを経たあとに沿咽頭面子午管の
口側端に連結するのである。 
 
Feeding habit 摂餌機構 
触手器官を用いて行われるプランクトンの捕食

は、フウセンクラゲ目において基本的な摂餌機構
であり、有櫛動物全体を通しての摂餌機構の出発
点である。1次触手上の粘液細胞から分泌された粘
液に絡ませたプランクトンは、触手が縮んだ時に
触手鞘の入り口で振るい落とされ、その後、沿触
手面櫛板列に沿って口の隙間に運ばれる。そんな
問題の多い、手間の掛かる摂餌方法は、体を回転
や屈曲させることで餌の取り込みを補助する種や
トガリテマリクラゲ属Mertensiaなどの大型個体に
みられる軽快な泳ぎは餌の取込み量を増やすかも
知れないが、活発な動きを伴う大型個体の体を維
持するための効果的な摂餌方法としては考えるこ
とができない。摂餌機構の改変は、沿触手面櫛板
列上の餌を口にまで運ぶその距離を縮めるために
触手鞘を口方向へ移動させることにより、また餌
を容易に受取らせるために口の隙間を拡げること
によって、フウセンクラゲ目においてはある程度
の発達をする。口の隙間が拡がった状態はその生
物に、分泌された粘液を用いることによって口の
窪みまたは咽頭の入口の内面に食物を直接捕るこ
とをゆるす、そして、このことがフウセンクラゲ
モドキ科 Haeckeliidaeと恐らくはシンカイフウセ
ンクラゲ科 Bathyctenidaeにおいてみられるような
索餌行動を生じさせたのであろう。シンカイフウ
センクラゲ科においては、子午管と咽頭管はその
索餌行動と関係する側分岐を持つ。またヘンゲク
ラゲ類 lampetidsは、口の隙間を非常に広く拡げる
ことができるし、そしてこの口を拡げた部分を用
いて餌生物を包み込むことにより、餌生物を捕ら
えることができる。 
フウセンクラゲモドキ科とヘンゲクラゲ科にお

いて、咽頭管がある程度退化していることは注目
すべき点である。この変化は、口部をより自由に
拡げるための能力と関連する。更に、フウセンク
ラゲモドキ科、ヘンゲクラゲ科そしてシンカイフ
ウセンクラゲ科においては、活発な摂餌行動をサ
ポートするために口唇を反転させることが可能と
なり、子午管は櫛板列の口側端を越えて伸長する。 
フウセンクラゲモドキHaeckelia rubra (Kolliker, 

1853)において、その触手は側分枝を完全に無くし、
粘着細胞の代わりに刺胞を装備した触手幹を持
つ。その触手幹は防御手段としても使用されるで
あろう。このクシクラゲでみられる刺胞のタイプ
が一定であるか、または変異があるのかを学ぶこ
とは、大きな期待をもって望まれている。変異が
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ある場合には、その触手でみつかる刺胞が食べた
ヒドロクラゲ類に起源することは明らかであろ
う。一定である場合には、その刺胞がこのクシク
ラゲによって生産されたのであれば有櫛動物門と
刺胞動物門との関係を説明する手掛かりとしてみ
なすことができるし、またはこのクシクラゲが厳
密に餌とするヒドロクラゲを選別していると考え
られる。 
触手のいかなる痕跡を完全に無くしたウリクラ

ゲ類の索餌行動を説明するための言葉は不要であ
る。しかしながら、プランクトンの摂餌が続けら
れる限り、触手器官は保持される。そんな形態に
おいてさえも、1対の1次触手は退化し易く、そし
て2対の触手を構成する2次触手器官によって置き
換わり、2対4本の2次触手は各4分の1体部に1本ず
つ、配備された触手幹として触手基部から派出す
る。その触手幹は側分枝で飾られ、体の軸に沿っ
て伸びたあとに口縁に沿って走る。オビクラゲ属
とカブトクラゲ目のキヨヒメクラゲ属において、
体軸に沿走する触手幹の前部分と口縁に沿走する
後部分との差異は明らかであり、この両属のクシ
クラゲは触手軸で強く扁平している。これらの形
態をもつ種において、この構造は袖状突起の内表
面と広く拡げた口のくぼみに補餌能力を得るため
のものである。その2次触手構造の形成は、餌を捕
る能力をわずかでも増強するために効果的とな
る、それはLobatolampeaやKiyohimeaにおいて見ら
れるように、触手幹末梢部においてよりも長い側
分枝を備える触手幹基部においてより多くの食物
が得られるのである．しかしそれでも捕餌効率は
非常に低い、なぜなら触手によって捕らえられた
食物は触手幹に沿って走る繊毛溝(ciliated grooves)
の長い道のりを辿って咽頭の開口部に運ばれてゆ
くからである。 恐らく、2次触手器官はその生物
の体の拡張と相関して形成される。チョウクラゲ
属の成体においてみられるように、索餌能力が備
わると伴に１次触手と2次触手は完全に消失して
しまい、更に、しっかりとした1次触手を装備する
クシヒラムシ目においてさえ、 クラゲムシモドキ
属Savangiaのように這って生活するものにおいて
は触手が側分枝(tentillae)の叢に退化しているし、座
着性のホヤクラゲ属Tjalfiellaにおいて側分枝は完
全に失われている。これらのことについては、触
手の最も重要な役割が食物を捕らえるための粘液
を分泌することだと考えれば、奇妙なことではな
い。ともかく、触手の退化はクシクラゲ類の異な
ったグループにおいて収斂的に起こっており、そ
して、進化変遷の流れの外側に置かれているのか
も知れない。 
 
Evolutionary modification flow and classification of 
the ctenophores 進化変遷の流れとクシクラゲ類
の分類 
胃管構造における一連の変化にみられる統合傾

向と段階的な触手器官の退化における統合傾向に
ついて、次のようなクシクラゲ類の進化系統に対

する推論が生まれた。 
フウセンクラゲ目の基本的なタイプから始まっ

て、ヘンゲクラゲ目Lampeidaという新しいグルー
プが創られた。そのグループは大きくまた多くの
弾力的な形態を含み、それらの触手根は口側に向
かって移動し、触手鞘がある場合は広く拡げるこ
とができる口周辺部に開口しているが触手自身は
索餌行動の増加により退化傾向にある。子午管は
口周辺部を反転可能とするために櫛板列の口側端
を越えて拡がり、そして咽頭管は索餌行動を可能
とする形態においてみられるようなある程度の退
化がみられる。プランクトンを摂餌する形態にお
いては、1次触手はしっかりと保持されている。周
口管はまだ形成されていない。 
この大きなグループであるヘンゲクラゲ目は、

現在ヘンゲクラゲ科、フウセンクラゲモドキ科、
シンカイフウセンクラゲ科の3科に含まれるわず
かな種を残して、3つの方向に放散した。その3方
向のうちふたつは“pelagic”であり、もうひとつは
“sedentary”であり以下のような特徴を持つクシヒ
ラムシ類と関係している。 
 ・クシヒラムシ属Ctenoplanaは成長ステージを通
して、全ての種類が触手軸方向に拡張した口部と、
這う行動をサポートするために子午管からの側分
岐管がネットワークを形成し密に拡がった体をも
つ。 
 ・クラゲムシモドキ属Savangiaにおいては、側分
枝の束に退化しているが摂餌器官として保持され
た1次触手をもつ。 

“pelagic”に向かう方向のうちの1つはウリクラゲ
目であり、恐らくフウセンクラゲモドキ科とシン
カイフウセンクラゲ科からの幾つかの種から起こ
ったと思われる。一方、ヘンゲクラゲ目の多くの
部分は、カブトクラゲ目の大きなグループに向か
うコースに沿って変化していったのであろう。こ
のカブトクラゲ目へと向かうコースでの最初のス
テップが、ウリクラゲ目に見られる周口管の形成
であり、またヘンゲクラゲ目からカブトクラゲ目
へ移る途中の多くのフォームにみられるような2
次触手構造の形成による触手器官の改変であり、
そして全ての種類がプランクトンフィーダーであ
る。 2次触手による 1次触手の置換えは、
Lobatolampeaのようなフォームにおいて完遂され
ている。2次触手構造は、ミナミフウセンクラゲ目
と カメンクラゲ目においては報告されていない。 
このヘンゲクラゲ目と、以下の(1)から(4)の特徴

をもつカブトクラゲ目との中間形として、4つのフ
ォーム(ミナミフウセンクラゲ目、オビクラゲ、
Lobatolampea、カメンクラゲ目)が置かれている。 
 (1) 袖状突起の形成、 
 (2) 耳状突起の存在、 
 (3) 屈曲と湾曲する子午管の拡張部、 
 (4) 正輻管の消失を含んだ従輻管と子午管の連
結位置（注3） 
 （注3.  (4)の従輻管と子午管の連結位置について、こ
こでは、カブトクラゲに見られる子午管の反口側端で従
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輻管が連結する特徴を指していると思われる。しかしな
がら、現在では子午管の途中で接続する形態が幾つか知
られている） 
これらの4つの項目をモノサシの一種として利

用することで、ヘンゲクラゲ目とカブトクラゲ目
の中間に残されたミナミフウセンクラゲ目、オビ
クラゲ目、Lobatolampea、カメンクラゲ目に対して、
より合理的な分類位置を探す試行がなされた。上
述したカブトクラゲ目の4つの特徴の最後の1つで
ある 「(4) 正輻管の消失を含んだ従輻管と子午管
の連結位置」は、カブトクラゲ科Bolinopsidaeの
Deiopea属（注4）においては全く見られず、その連
結位置はわずかに反口側端から口側に移動してい
る（注5）。 
 （注 4. 現在、 Deiopea属は  アカダマクラゲ科
Eurhamphaeidaeに編入されている (Harbison, 1996 他) 
 （注5．正確には、沿触手面子午管の連結部分のみが口
側に移動しており、沿咽頭面子午管はその反口側端で従
輻管と連結する） 
ミナミフウセンクラゲ目は、放射管の特性およ

び従輻管と子午管の連結位置においてのみ、カブ
トクラゲ類に類似する。それ故に、ミナミフウセ
ンクラゲ目はカブトクラゲ目から最も遠くに配置
されている。 
カメンクラゲ属Thalassocalyceは、いかなる袖状

突起の形成サインも耳状突起のそれも示さない、
しかし、子午管の拡張部からの分岐と従輻管のコ
ースデザインは  ツノクラゲの一種 Leucothea 
multicornisのクラゲ形幼生のそれとかなり似てい
る。従って、このフォーム（カメンクラゲ属
Thalassocalyce）がツノクラゲ属 Leucotheaと関係す
る祖先の1つの形、または幼形成熟的なプロダクト
として見なすことは可能であり、カメンクラゲ属
を合理的にカブトクラゲ目に最も近縁として配置
することができる。 

Lobatolampeaは原始的な状態ではあるが袖状突
起を有する、それに加えて、Leucothea multicornis
のクラゲ形幼生においてみられる耳状突起の前駆
的構造としての櫛列を備えている。沿触手面子午
管の拡張部（咽頭面に沿う直線状の横走管）は、
カブトクラゲ目チョウクラゲモドキ属 Bathocyroe
においてみられるものと正に同じである。それ故
に、この特徴は系統進化的に傑出した深い意味を
示している。しかしながら、その他の胃管構造に
おいては ヘンゲクラゲ類Lampeidsのそれにかなり
類似している。この理由により、 Lobatolampeaは
カブトクラゲ目からカメンクラゲ属よりも遠くに
配置される。 
オビクラゲ目は、翼を走る直線状の横走管であ

る沿触手面子午管の拡張部を持っていることで、
Lobatolampeaとかなり類似している。オビクラゲ類
は、体は触手軸でかなり強く扁平し、袖状突起に
代わって翼を形成して咽頭軸方向で顕著に拡張す
る。したがって、その胃管構造は、その体の変形
と強く相関して変化するのである。オビクラゲ類
は、Lobatolampeaという中間段階を経たカブトクラ
ゲ目に関連するものとみなされる、それ故に、ク

シクラゲの進化変遷の流れにおいてはミナミフウ
センクラゲ目とLobatolampeaの間にプロットされ
た。 
これらのヘンゲクラゲ類と カブトクラゲ類と

の中間的フォームを通してみると、カブトクラゲ
目の4つの特性の1つか2つは、各々のグループにお
いて全く独立的に出現する。このことは、現時点
の知識では4つのグループからカメンクラゲ属を
除いた3つが、ヘンゲクラゲ類からカブトクラゲ類
へ向かう途中で成功裏に産まれたということより
も、全く独立的に祖先的で大きなグループのヘン
ゲクラゲ目から多系統的に起源した可能性に思索
を導くだろう。上述してきた説明に関する最終的
結論は、この推論がLobatolampeaの発見とChunの
Leucotheaについての個体発生的な記述にかなりの
部分が負ってはいるが、今までとは異なったタイ
プの新しいフォームの発見とカブトクラゲ目内に
含まれる個々の種類についてのさらなる生活史研
究の発展を可能にさせる。 
この推論においては、ミナミフウセンクラゲ目、

オビクラゲ目、Lobatolampeaの3つのフォームが統
合されて、Prelobataという新しい目を設立した。そ
の3つのグループは、カブトクラゲ目の4つの特性
の少なくとも1つを各々に持っているので、その新
しい目(Prelobata)内でそれぞれ亜目として、ミナミ
フウセンクラゲ亜目Ganeshiae、オビクラゲ亜目
Cestiae、 Lobatolampetiaeとした。一方、カメンク
ラゲ属は、前の論文でみられるのと同じように、
その系統的位置をより明らかに示すため、カメン
クラゲ目Thalassocalycidaの代わりにProtolobataと
いう名称の新目を創設した。 
結論として有櫛動物門におけるグループは次の

図とリストに示すような分類体系に配置される。 
 

 
個々のグループの一連の名前を図に入れ込むこ

とは難しい。系統関係の観点からこの図では、ウ
リクラゲ目Beroidaとクシヒラムシ目Platyctenidaが
ヘンゲクラゲ目Lampeidaの脇へ追いやられてい
る。しかし、下のリストでは特殊化または変形の
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更なる発展という観点から、ウリクラゲ目とクシ
ヒラムシ目をヘンゲクラゲ目の後尾に置いた。 

 
1. Cydippidaフウセンクラゲ目（3科を含む） 

Pleurobrachiidaeテマリクラゲ科 
Euplokamidae 
Mertensiidaeトガリテマリクラゲ科 

2. Lampeidaヘンゲクラゲ目（3科を含む） 
Haeckeliidaeフウセンクラゲモドキ科 
Bathyctenidaeシンカイフウセンクラゲ科 
Lampeidaeヘンゲクラゲ科 

3. Beroidaウリクラゲ目（単一の科のみ） 
4. Platyctenidaクシヒラムシ目（4科を含む） 
5. Prelobata 

Ganeshiaeミナミフウセンクラゲ亜目（単一の科の
み） 
Cestiaeオビクラゲ亜目（単一の科のみ） 

Lobatolampeiae（単一の科のみ） 
6. Protolobate（単一の科のみ） 

Thalassocalycidaeカメンクラゲ科 
7. Lobataカブトクラゲ目（6科を含む） 
 
ウリクラゲ目Beroidaは、長い躊躇のあと、私自

身による次のような考えを通して、ヘンゲクラゲ
目Lampeidaの脇へ移動されることになる、つまり
低位の無脊椎動物の形態は、制限された時間にお
いて成体形になる動物の幼形の発達をも包括し
て、生活習慣における機能的圧力に対しては容易
に反応して変化する傾向があるということであ
る。動物がより活発に動けば動くほど、その変形
はより大きく急速に進む。有櫛動物門において、
索餌行動と這うことによる移動は最も活発なもの
であろう。このことを理解することが、ウリクラ
ゲ目の修正された分類位置を正当視させるだろ
う。 
カブトクラゲ目において、チョウクラゲモドキ

科は、Wrobel & Mills (1998)がすでに扱っているよ
うに、顕著に口-反口側で扁平した体形、耳状突起
の広い形状、そしてLobatolampeaと同様の咽頭管の
両サイドに沿って走る直線状枝管をもっているこ
とから、最も原始的なものとして取り扱うのがよ
り良いだろう。 
 
Some considerations on the occurrence of rare 
species 稀種の出現についての思索 
この推論を閉じる前に、現在において、ひとつ

の奇妙な現象が残っていることを述べる。これは、
多くのタクサが異なったレベルにおいて、たった
ひとつの極度に稀なる種類によって設立されてい
るという事実である。不運なことに、これらの種
は絶滅の危機にあるかも知れない。 
私は、代表的なフウセンクラゲの基本構造をイ

ラストで描いた時、その動物により得られた食物
は、個々の体組織に非常に正確に分配供給される
ということに突然気がついた。胃管構造はそのデ
ザインによって示されるように、 

 ・移動器官である櫛列をサポートするための8本
の子午管、 
 ・消化器官である咽頭をサポートするための2本
の咽頭管、 
 ・摂餌器官であり、末梢部に2つの触手基部をも
つ2本の触手管、 
 ・反口端の感覚器をサポートする1本の漏斗管 
であり、これら以外の管はないのである。 
子午管と咽頭管はその太さと長さにおいて類似

しており、触手管はそれより短いがわずかに細く
正輻管と直接連結している、また漏斗管は短いが
胃から直接派出する。2本の触手管と1本の漏斗管、
この3本の各々にゆく栄養の流れの量は、おおよそ
は各々の子午管と咽頭管に配給される量と同様で
あろうし、栄養物またはそのエネルギーは13本の
胃管に配分され、その13分の8は移動活動（櫛板の
活動）のために使用される（但し、触手管と漏斗
管は胃により近く繫がり、それ故にこの管の内容
物のリフレッシュメントする度合いは子午管と咽
頭管においてより高いかも知れないが）。云うまで
もなく、栄養分の幾らかはロゼットを通して中膠
に流れてゆく。しかしながら、子午管への13分の8
のエネルギー配分は異常に高いと思われる。口縁
を拡げる動きをするために、子午管は櫛板列の口
側端を越えて体部に伸張し、オビクラゲ類におい
ては翼に、カブトクラゲ類においては袖状突起へ
と伸張した管は拡張した体部分をサポートするだ
けで、その翼や袖状突起の部分にいかなる活発な
動きを与えるには不充分である（但し、チョウク
ラゲ属を除く）。浮遊生活を送るものにおいて、通
常の移動運動はある程度の摂餌行動を補助する。
しかしながら有櫛動物門においては、櫛板列は単
に体の正しい方向を維持するためだけに効果的な
ものであろう（かなり速く泳ぐことができ、より
多くの食物の採捕ができ、また体サイズの増加を
可能にしたトガリテマリクラゲ属Mertensiaを除
く）。体サイズの増大は、確実に他の動物による捕
食をある程度防ぐ効果があるだろうが、認められ
るような活発さを伴わない体の増大は、単にこの
動物群の生活様式に対して有益なものとはならな
い。更に、例えば生殖巣を形成するための栄養を
貯蔵するために、子午管における壁細胞の肥大な
どの繁殖のためのいかなる構造物的サインがな
い。その動物は、摂餌行動やエネルギーの配分比
率における効果的な改良なしに、翼または袖状突
起の形成によって体サイズの増大に向かって進ん
でいったのであろう。従って、低い効果の摂餌行
動によって得られたエネルギーの主要な部分は櫛
板の活動によって使用され、生殖腺の形成を手付
かずの状態に置き留める。 
反復生殖(dissogony)現象が、この動物群ではカブ

トクラゲ目において顕著なものとして知られてお
り、ツノクラゲ科Leucotheidaeでは「全ての幼生ス
テージは、一定のコンディッションにおいて生殖
腺を発達させる」という(Harbison & Madin, 1974, p. 
714)。有櫛動物における反復生殖は、拡張した体部
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分へ生活するための必要となる活動を誘導するに
は櫛板列と触手器官が不充分な活動効果しかない
状況において、移動器官に対する通常考えられな
いような高い栄養配分をし過ぎることによって、
もたらされたのではないかと推論する。恐らくは、
最初の繁殖が行われる時の体サイズが、繁殖を含
めた生活を安全に行えるようにサポートできる適
切なサイズであるとみなされるのであろう。
Harbison & Madinによって ツノクラゲ科に対して
述べられた“コンディション”は、生殖腺の形成に対
する充分な量と豊富な食物の捕捉を意味している
のかも知れない。カブトクラゲ目にみられる体サ
イズの増大は、過成長の類であろう。反復生殖は、
より小さい体サイズに転換する方向への一つの生
物経済学的に妥当な局面ではなかろうか、つまり
移動器官と摂餌器官の進歩改善がないのと同様の
不合理な、「より小さい」から「より大きい」サイ
ズへ向かうのとは反対の方向が遂げられている。
実際、現在の状況においては、大型の成体フォー
ムにおいて生殖腺の形成のための栄養貯蔵を期待
することは不可能なことである（注6）。体が大き
くなればなるほど、繁殖のためのコンディション
は悪化する。オビクラゲ属またはカブトクラゲ属
のある種類における生殖腺の不毛な成体の大群の
出現は、上述した関係を明らかに示しているもの
と思う。 
 （注6. カブトクラゲでは、かなり成長した個体にも生
殖腺がみられる。チョウクラゲモドキなどもそうである） 
これらは、海洋における、ある種のゴーストと

して表現できるであろう。体の成長が生殖腺の未
熟または不形成の状態を許すであろうことは、あ
る海産動物においての一つの傾向として知られて
いる。因果関係において不利な状況が、クシクラ
ゲ類の幾つかの成体フォームではすでに確立され
てきたと考えることは、無理なことではない。 
プランクトンフィーダーから索餌行動への摂餌

行動の改変、つまり包括的な櫛板列のより強い効
果は、個々の個体にとってはかなり重要な改変で
ある。しかしながら、主要となる食物の対象はそ
の同じ動物グループの個体をも含んでおり、つま
りこれは共喰い現象の一種でありその種の自滅へ
と導く。特に櫛板による移動からの解放は、コト
クラゲ属とホヤクラゲ属によって代表されるよう
な固着生活に近い座着生活の方向へと向かい、こ
の特殊化の末端に近いクシヒラムシ目において獲
得されている。しかしながら、その動物の活力と
順応性は、一連の進化上の特化の頂点付近と思わ
れるこれらのフォームにおいて失われる。恐らく、
全てはこの動物グループにとってはすでに手遅れ
で、このことがかなりの数の稀種の出現と関係し
ているのであろう。 
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追補原稿  
クシクラゲ類の分類と生物学において、未だ明

確に説明されていない３つの問題がある。1つは、
オビクラゲ目のような幾つかの独立的グループの
明確な分類位置が安定していない問題である。2-3
つ目の問題は、反復生殖(dissogony)現象に対してと
同様に、カブトクラゲ類の生殖腺の不毛な（発達
しない）成体の大群が出現する現象に対して生物
学的な説明が未だに与えられていないことであ
る。 

HoritaによるLobatolampeaの発見は、この一連の
問題を解明する上で契機となる役割を演じてい
る。Lobatolampeaは、一点の疑問もなく、ヘンゲク
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ラゲ目とカブトクラゲ目の中間に無理なく置くこ
とができる。そして、Lobatolampeaと オビクラゲ
類との密接な関係がオビクラゲ類の系統的位置を
明確に示していると思われる。胃管接続構造の複
雑な様相は、子午管と従輻管の接続位置の移動に
関係するものとして取り扱うことにより簡略化し
て考えることができる。そのようにしてクシクラ
ゲ類のグループは図に示したように、それ程強い 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

異論なしにむしろ容易に配列することができる。 
そのような考えを伴った胃管構造の再検討は、

反復生殖とカブトクラゲ類の幾つかの種類にみら
れる生殖腺の不毛な（発達しない）成体の大群が
発生する現象に対する理解へと私たちを導くであ
ろう。このように、Lobatolampeaの出版は継続的な
考察を可能にし、促進するものである。 

 
 
 
 




